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明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
月
十
四

日
に
新
橋
駅
～
横
浜
駅
に
鉄
道
が
開
業

し
、
そ
の
三
十
二
年
後
の
明
治
三
十
七

年
（
一
九
〇
四
）
四
月
十
一
日
に
蒲
田

村
の
寂
し
い
農
村
・
田
園
の
中
に
蒲
田

駅
（
東
口
）
が
開
業
し
ま
し
た
。 

 

映
画
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
で
ゴ
ジ
ラ

が
最
初
に
上
陸
し
た
の
は
、
蒲
田
で
し

た
。
そ
の
蒲
田
に
は
、
二
〇
二
四
年
四

月
十
一
日
で
、
一
二
〇
年
を
む
か
え
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
蒲
田
駅
が
あ
り
ま
す
。

大
田
区
役
所
を
有
す
る
蒲
田
、
大
田
区

の
中
心
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
早
速
、

取
材
に
行
き
ま
し
た
。
一
二
〇
年
企
画

担
当
者
は
、
大
田
営
業
総
括
セ
ン
タ
ー

の
秋
谷
千
鶴
さ
ん
を
中
心
に
十
名
程
の

メ
ン
バ
ー
で
、
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
秋

谷
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
旅
行
会
社
に
入

社
、
出
向
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
京
支
社
に

て
三
年
間
販
売
促
進
の
仕
事
を
担
当
。

そ
の
後
、
販
売
促
進
の
仕
事
が
楽
し
く

て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
入
社
し
、
蒲
田
駅
に

着
任
さ
れ
ま
し
た
。 

「
何
を
や
ろ
う
か
？
」
と
、
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
く
う
ち
に
「
女
性
ら
し
い

目
線
」
で
、
地
域
の
皆
様
が
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
蒲
田
駅
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
社

員
一
丸
と
な
っ
て
、「
安
全
を
皆
様
へ
届

け
て
い
る
」
と
の
思
い
で
、
西
口
駅
前

広
場
で
の
、
イ
ベ
ン
ト
へ
繋
が
り
ま
し

た
。
着
々
と
準
備
が
進
ん
で
い
る
な
か
、

二
〇
二
四
年
二
月
十
三
日
に
着
任
さ
れ

た
第
五
十
九
代
駅
長
村
田
憲
治
さ
ん
の

元
、
当
日
に
む
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方

面
か
ら
、
記
念
グ
ッ
ズ
の
販
売
提
供
、

グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
さ
ん
か
ら
は
ビ
ル
か
ら 

            

の
懸
垂
幕
や
記
念
商
品
の
販
売
な
ど
、

沢
山
の
応
援
を
い
た
だ
き
、
盛
り
上
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。 

村
田
駅
長
は
昭
和
四
十
八
年
生
ま
れ
、

高
校
ま
で
京
都
育
ち
。
小
学
四
年
か
ら

野
球
を
は
じ
め
、
高
校
で
は
二
年
の
春
・

夏
と
甲
子
園
出
場
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

高
校
・
大
学
で
は
主
将
を
任
さ
れ
、
卒

業
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
野
球
選
手
と
し

て
入
社
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
硬
式
野
球
部
で

は
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
都
市
対

抗
野
球
大
会
に
も
出
場
し
主
将
も
任
さ

れ
ま
し
た
。
野
球
部
引
退
後
は
、
現
場

で
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
。
品
川
駅
・
御

茶
ノ
水
駅
と
現
場
を
経
験
し
、
東
京
支

社
（
現
：
首
都
圏
本
部
）
で
企
画
部
門

の
仕
事
も
学
び
ま
し
た
。
現
在
は
、
約

五
十
名
（
二
〇
二
四
年
七
月
現
在
）
の

社
員
の
先
頭
に
立
ち
、
乗
車
人
員
一
日

平
均
約
十
二
万
人
の
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
を
守

っ
て
い
ま
す
。
社
員
の
笑
顔
と
お
客
さ

ま
の
笑
顔
が
行
き
か
う
駅
、
働
き
が
い

が
あ
る
職
場
を
目
指
し
日
々
奮
闘
し
て

い
ま
す
。 

 

蒲
田
駅
は
朝
の
四
時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
開
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

社
員
全
員
が
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

車
庫
か
ら
朝
一
番
の
蒲
田
始
発
四
時

二
十
二
分
、
一
日
の
最
後
の
蒲
田
止
終

電
零
時
五
十
五
分
着
、
そ
れ
か
ら
一
時

十
五
分
頃
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
り
、
よ

う
や
く
蒲
田
駅
も
眠
り
に
つ
き
ま
す
。 
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開業 120 年記念イベント 
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蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 32,939 人 

女 30,496 人 

計 63,435 人 

世帯 38,123 世帯 

令和６年８月１日現在 

 
五
月
十
八
日
、
十
九
日
に
は
、
蒲
田

駅
西
口
駅
前
広
場
に
て
開
業
一
二
〇
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
東
京
吹
奏
楽
団
に
よ
る
軽
快

な
蒲
田
行
進
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
っ

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
盛
大

に
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
、
同
じ
く
一

二
〇
年
を
迎
え
た
小
淵
沢
駅
、
大
曲
駅

の
女
性
駅
長
さ
ん
の
参
加
も
あ
り
、
花

を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

蒲
田
駅
長
の
「
本
日
は
蒲
田
止
ま
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
蒲
田
始
発
で
す
。

駅
と
地
域
が
一
体
に
な
っ
て
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
出
発
進
行
！
」
と
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は

駅
前
広
場
は
峠
の
釜
め
し
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
掛
紙
、
青
色
釜
や
記
念
グ
ッ
ズ
を
求

め
て
長
蛇
の
列
、
そ
の
他
の
ブ
ー
ス
も

地
元
の
紹
介
、
自
慢
の
物
品
の
販
売
で

大
繁
盛
で
し
た
。 

  
 

 
         

「
グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
蒲
田
」
は
平
成
二

十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
新
装
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。 

グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
は
東
日
本
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
と
エ
イ
チ
・
ツ
ー
・
オ
ー
リ

テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社
及
び
そ
の
他
か

ら
の
資
本
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
商
業

施
設
で
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
商
業

開
発
株
式
会
社
が
運
営
し
て
い
ま
す
。 

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
由
来
を
聞
き
ま
す
と
、

「
グ
ラ
ン
デ
ュ
オ
」
と
は
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ

（
英
語
、
素
敵
な
）
Ｄ
Ｕ
Ｏ
（
ド
イ
ツ

語
、
二
重
奏
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語

で
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
卵
型
の
Ｇ
（
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
グ
リ
ー
ン
）
と
Ｄ
（
阪
急
の

紫
）
を
組
み
合
わ
せ
、『
二
つ
の
個
性
が

一
つ
に
な
っ
て
、
も
っ
と
楽
し
い
個
性

に
育
て
て
い
く
』
と
の
意
味
だ
そ
う
で

す
。
十
時
の
開
店
時
に
、
阪
急
阪
神
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
で
あ
る
宝

塚
歌
劇
団
の
「
す
み
れ
の
花
咲
く
頃
」

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
こ
と
を
皆
さ

ん
ご
存
じ
で
し
た
か
。 

蒲
田
駅
が
一
二
〇
年
を
迎
え
る
と
同

じ
よ
う
に
東
西
の
駅
ビ
ル
も
幾
度
か
の

変
革
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。 

「
ち
ょ
っ
と
上
質
な
毎
日
の
生
活
を

東
館
西
館
で
応
援
す
る
回
遊
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
百
貨
店
」
と
し
て
「
グ
ラ
ン
デ

ュ
オ
蒲
田
」
が
生
ま
れ
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

  

現
在
の
蒲
田
の
繁
栄
と
言
え
ば
、
蒲

田
駅
に
そ
び
え
る
東
京
工
科
大
学
と
日

本
工
学
院
専
門
学
校
の
蒲
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
存
在
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
も
と
も

と
は
絵
画
洋
裁
学
校
だ
っ
た
の
が
、
テ

レ
ビ
時
代
を
迎
え
て
、
昭
和
三
十
七
年

日
本
テ
レ
ビ
技
術
専
門
学
校
に
転
換
、

全
国
か
ら
大
勢
の
生
徒
さ
ん
が
集
ま
り

ま
し
た
。 

二
〇
二
四
年
七
月
二
十
九
日
（
月
）

よ
り
八
月
三
十
一
日
（
土
）
グ
ラ
ン
デ

ュ
オ
蒲
田
東
西
連
絡
通
路
で
日
本
工
学

院
専
門
学
校
の
学
生
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ

す
る
蒲
田
駅
周
辺
の
街
並
み
を
ブ
ロ
ッ

ク
で
作
成
し
て
展
示
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
作
成

は
昨
年
十
二
月
に
Ｊ
Ｒ
か
ら
話
が
あ
り
、

二
月
か
ら
準
備
を
進
め
、
四
月
に
は
新

入
生
が
加
わ
り
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
チ
ラ
シ
の
作

成
も
手
掛
け
て
い
て
、
現
代
風
で
ポ
ッ

プ
な
作
品
は
み
な
さ
ん
よ
り
好
評
を
得

て
い
ま
す
。 

(

取
材 

伴
野
・
佐
藤
・
近
藤
・
髙
橋
委
員) 

「かまにし 17」でウェブ検索

するとカラー版を見ることが

できますよ！ 

蒲
田
駅
開
業
一
二
〇
年 

記
念
イ
ベ
ン
ト 

 

蒲
田
駅
の
駅
ビ
ル 

開業時のグランデュオ蒲田 

イベントの様子 

「
か
ま
に
し
17
」
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
情
報

紙
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
ま
た

は
投
稿
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

事
務
局 

蒲
田
西
特
別
出
張
所 

大
田
区
西
蒲
田
七-

一
二-

二 

電
話 

３
７
３
２-

４
７
８
５ 日本工学院専門学校生作成 

ブロックによる蒲田駅周辺の街並み 

蒲
田
の
繁
栄 



〇蒲田駅開業の経緯について
開業にあたっては、村民たちの何度も
の請願が却下されましたが、村民たち
の熱意に打たれやっとのことで実現しま
した。
昼間は、ぽつぽつと乗客の姿が見え
たが、日暮れころから夜になると闇に包
まれた広大な構内にはちらちらとランプ
の灯影が揺らめくばかりでした。８時ご
ろになると全く人影は見られませんでし
た。一日の乗車人員は約100人であり、
その後、見るべき発展もなく、乗車人員
は約10年間、ほぼ横ばいで推移したと
いわれています。

〇ホーム発車メロディーは「蒲田行
進曲」
平成９年（1997）からホーム発車メ
ロディーは「蒲田行進曲」が使われ
ています。
蒲田行進曲は昭和４年（1929）蒲
田撮影所10周年を記念して作られた
曲で、‘キネマの天地‘として栄華を
誇る蒲田の様子が軽快なメロディー
で歌われています。蒲田撮影所は、
大正９年から約1６年に渡り蒲田の
街に華やぎをもたらした「松竹キネマ
蒲田撮影所」、蒲田町史には「松竹
キネマ撮影所が出来てからは、断然
世界の蒲田に躍進した。（中略）『流
行は三越から』が古くなって、『流行
は蒲田から』スタートする今日となっ
たのも、偏へに松竹キネマの存在に、
価値づけられた結果」と記述されて
います。

〇みどりの窓口開設
昭和39年（1964）10
月１0日東京オリン
ピックが開幕し、東
海道新幹線も直前の
10月1日に開業。「夢
の超特急」の発券は、
手作業だったため、
長蛇の列となり混乱
しました。そこで、マ
ルス(座席予約シス
テム）で処理するよう
開発し、全国の拠点
駅152駅と交通公社
79営業所に「みどり
の窓口」が1965年開
設しました。

〇蒲田駅西口の開業
大正３年（1914）12月10日東京駅開業と同時に京浜線（線名由来：東京の京と横浜
の浜 現京浜東北線）が運行開始しました。
電車の運行により、東京、横浜方面への便が良くなったこと等もあり、御園、女塚
方面が開け都心に通勤する人も増え、大正７、８年頃から人口が増えました。これら
の人々は踏切を渡ることを余儀なくされ１日200回も開閉され、不便極まりなかった
のです。陳情を重ねた結果、大正11年（1922）７月２日西口にモダンな駅舎が開業し
ました。また、大正11年に池上電鉄が蒲田～池上間、大正12年には目蒲電鉄の蒲
田～目黒間が開通しました。この頃の乗車人員は約6,000人と増加していきました。
その後、増加の一途をたどり駅増改築を行いましたが、昭和20年（1945）４月15日の
大空襲で残念ながら親しまれた駅舎は消失してしまいました。
「鉄道以西発展殆ど停止することなく・・・女塚踏切における朝夕の混雑・・・・・・」御
園神社に建てられた蒲田駅西口開業の記念碑の碑文がありました。

〇国鉄からJRへ（民営化）
国鉄は、明治時代以来、日本国
有鉄道網を運営していましたが、
昭和62年（1987）日本政府は負債
を抱えた国鉄を民営化しました。
その結果、国鉄はJR 7社に分割さ
れました。

〇ホームドア新設
JR東日本では、お客様の列車と
の接触や線路への転落を防止す
ることを目的としてホームドア導
入を推進してきていますが、蒲田
駅も令和元年（2019）稼働を開始
しました。

蒲田駅西口駅舎（『蒲田町史』昭和8年、
大田区立郷土博物館提供）

開業120年
JR蒲田駅の歴史

松竹キネマ蒲田撮影所
（『蒲田町史』昭和8年、
大田区立郷土博物館提供）

〇「パリオ」・「サンカマタ」か
ら「グランデュオ」に
・JR蒲田駅の駅ビルとして、
昭和37年（1962）12月にパリ
オが東口に地上７階、地下
１階建て、昭和45年（1970）
にサンカマタが西口に地上
10階、地下２階建てでそれ
ぞれオープンしました。駅ビ
ル開業後、約40年経過した
ため店舗を改装し平成20年
（2008）に「グランデュオ蒲
田」に生まれ変わり新装
オープンしました。

JR東日本蒲田駅提供

〇Suica使用開始
総合試験や埼京線でのモニ
ター試験を経て、平成13年
（2001）にSuicaが導入されま
した。導入後、パスケースから
定期券を出す必要なく、タッチ
で改札口を通過でき 、チャー
ジ機能を利用すれば券売機
で切符の購入が不要になりま
した。鉄道利用以外にも電子
マネー機能により、コンビニや
多くの店舗での買い物等でも
利用でき、ライフスタイルを変
えました。

〇参考文献
・「蒲田駅五十周
年」を迎えて
蒲田図書館所蔵
・「蒲田町史」
蒲田駅前図書館
所蔵
・みどりの窓口を
支える「マルス」の
謎
草思社
・ペンギンが空を
飛んだ日
交通新聞社


